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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，小・中学校理科において育成を目指す資質・能力を支えるメタ認知
的知識を明らかにするとともに，それを単元の性質に応じて適切に指導し，メタ認知的知識の習得と活用を促す
メタ認知的支援を導入した授業の有効性を検証することである。本研究の成果として，1）理科における資質・ 
能力の育成に必要なメタ認知的知識を整理できたこと，2）単元の性質に応じた適切な配置（指導計画）を作成
することができたこと，3）授業実践と効果測定を通してメタ認知的な支援を導入した授業の有効性を確認する
ことができたこと，などが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：The objective of this investigation was to elucidate the metacognitive 
cognition that underpins the attributes and competencies we endeavor to cultivate in primary and 
secondary school scientific pedagogy, and to substantiate the efficacy of classes incorporating 
metacognitive support that offer appropriate guidance consonant with the essence of the 
instructional unit, thus fostering the acquisition and utilization of metacognitive cognition. The 
findings of this inquiry encompass the subsequent: 1) the organization of metacognitive cognition 
requisite for the advancement of attributes and competencies in scientific realms was feasible, 2) 
the formulation of a suitable arrangement (pedagogical blueprint) was attainable in accordance with 
the nature of the instructional unit, and 3) the confirmation of the effectiveness of classes 
integrating metacognitive support was achievable through classroom implementation and efficacy 
assessment. The results of this study are listed below.

研究分野： 理科教育学，教育心理学

キーワード： メタ認知　小学校理科　中学校理科　資質・能力

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学習におけるメタ認知の重要性は誰もが認めるところであるが，各教科等の学びの中で学習者のメタ認知を促す
方法や具体的な支援の手立て等については未知の部分が多かった。本研究では，メタ認知が知識的成分であるメ
タ認知的知識と活動的成分であるメタ認知的活動の2つが両輪となって機能していることを考慮し，小学校理科
の問題解決と中学校理科の探究活動を支えるメタ認知的知識を明らかにした。その上で，各単元の学習内容の特
性に応じて指導計画を作成し，授業の中で明示的に指導することによって資質・能力の育成に効果があることを
示した。本研究の成果は，我が国の学校教育に大きく貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
今，学校教育は大きな変革期にある。平成 29 年に告示された小学校及び中学校学習指導要領

（以下，新学習指導要領）では，今後の新しい時代の変化を見据えて育成すべき「資質・能力」
が明示され，我が国の教育課程が「コンテンツ・ベース（内容重視）」から「コンピテンシー・
ベース（資質・能力重視）」へ転換されたと言われている。理科においては，科学的に「問題解
決する力」や「探究する能力」が重視され，理科の見方・考え方を働かせながら，根拠のある予
想や仮説を立てたり解決する方法を立案したりして観察，実験などを行う力の育成が求められ
ることとなった。 
 一方，子どもたちの実態に目を向けると深刻な状況が見受けられる。例えば，平成 30 年度に
実施された全国学力・学習状況調査の小学校理科及び中学校理科の報告書において課題として
指摘されている内容の一部を表 1 に示す（国立教育政策研究所，2018）。 
 

表 1  平成 30 年度全国学力・学習状況調査報告書（一部抜粋） 
校種 課題として指摘されている内容 正答率 

小学校 
実験結果を基に分析して考察し，その内容を記述できる 20.2％ 
実験結果から言えることだけに言及した内容を改善・記述できる 36.0％ 

中学校 要因を抽出して整理し，条件を制御して実験を計画すること 19.8％ 
 
 上記で課題として指摘されている内容はどれも，科学的な問題解決や探究の過程において極
めて基本的なスキルである。したがって，理科における資質・能力を確実に育成するためには，
これら課題の根本的な解決に向け，これまでの指導内容や指導方法を見つめ直し，「主体的・対
話的で深い学び」の実現に向けた理科授業の大幅な改善が要求される。 
この授業改善の鍵となるのが「メタ認知」である。メタ認知は，メタ認知的活動とメタ認知的

知識で構成され，私たち人間は自己の認知活動（学習活動）について高次（メタ）なレベルから
モニタリングを行い，その情報を保有しているメタ認知的知識と照合し，次の認知活動のコント
ロールへと活かしている。 
 これは，理科における資質・能力にも深く関与する。例えば，新学習指導要領では，「理科の
見方」としてエネルギー領域で量的・関係的な視点が示されているが，2 変量の関係性を捉える
ためには，“一方の変数を 2 倍，3 倍…と規則的に変化させると，もう一方の変数との関係性が
捉えやすくなる”といったメタ認知的知識が必要となる。また，「理科の考え方」や「問題解決
（探究）の力」として，条件を制御しながら解決の方法を立案する力が求められているが，“ま
ずは従属変数に影響を与えそうな独立変数を多面的に考えると良い”といったメタ認知的知識
が大切になる。 
 このように，理科における資質・能力を確実に育成するためには，それを支えるメタ認知的知
識を明らかにするとともに，それを各学年の単元の中に適切にバランスよく配置して明示的・系
統的に指導することが求められる。したがって，理科における資質・能力を支えるメタ認知的知
識について小学校から中学校までの学習内容の性質や特徴と対応させて系統的に整理すること
は，非常に意義のあることである。また，本研究の成果は，今後の理科授業の改善に向けて基礎
資料として活用可能であり，波及効果が期待できると考える。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，小・中学校理科において育成を目指す資質・能力を支えるメタ認知的知 識
を明らかにするとともに，それを単元の性質に応じて適切に指導し，メタ認知的知識の習得と活
用を促すメタ認知的支援を導入した授業の有効性を検証することである。  
 
３．研究の方法 
本研究は，3年間の研究期間を設けて段階的に解決していく研究計画とした。 

【1 年目】「理科における資質・能力の育成に必要なメタ認知的知識とは何か？」という問いの
もと， 論文や専門書，各会社の教科書等を参照しながら抽出・整理を行う。また，2020 年 9月
にドイツで開催される EARLI 2020（SIG 16. Metacognition）に参加し，メタ認知研究の最新の
情報を収集する。 
【2年目】「単元の内容の性質と照合すると，メタ認知的知識をどのように配置するのが適切か？」
という問いのもと，1年目に抽出整理したメタ認知的知識について，単元の内容の性質と照合し，
何年生のどの単元で指導するとより効果的かという視点で検討を行い，配置表を作成する。その
際，研究協力者として小・中学校の教員らと研究協議会を組織して行う。 
【3 年目】「メタ認知的支援は，理科における資質・能力の育成に寄与するか？」という問いの
もと，2年目に作成したメタ認知的知識の配置表（指導計画）を基に小学校及び中学校で 1年間
の授業実践を行い，その有効性について分析を行う。 



【3年間の研究期間を通して】国内外の学術誌への論文投稿や学会発表を通して，本研究の進捗
並びに結果や成果を広く公表・普及する。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は，1）理科における資質・ 能力の育成に必要なメタ認知的知識を整理でき

たこと，2）単元の性質に応じた適切な配置（指導計画）を作成することができたこと，3）授業
実践と効果測定を通してメタ認知的な支援を導入した授業の有効性を確認することができたこ
と，である。 
小学校理科や中学校理科で働かせる理科の見方・考え方や，育成が求められている資質・能力

はメタ認知的知識によって支えられているが，それらは学習指導要領やその解説などには明記
されていない。そこで，本研究では科学的な問題解決活動や探究活動において重要になるメタ認
知的知識を抽出して整理した。理科の授業では、単元ごとに異なるテーマや観察，実験などがあ
るので、それに応じた教材や活動を適切に配置することが重要であるため，各単元の学習目標や
内容を分析し，その特徴に応じて適切なメタ認知的知識を配置した指導計画を作成した。そして，
小学校及び中学校において，1年間継続的にメタ認知的支援を導入した授業実践を行った。具体
的には，各単元の学習内でメタ認知的知識を明示的に指導し，それを活用しながら問題を見いだ
したりより妥当な考察をしたりする活動を行う中で，自らの思考に対して適宜振り返りを促し
てメタ認知的なモニタリングやコントロールを働かせるよう指導した。その結果，児童生徒の深
い学びを実現し，科学の知識（knowledge of science）や科学についての知識（knowledge about 
science）の習得させ，資質・能力の育成に効果があることが確認された。 
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